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免疫細胞療法に関して NK細胞は古くから研究が進められ、NK細胞の機能低下

ががんの発症率と相関があることが示唆されている。また、健常人と比較して腫

瘍細胞傷害活性が低下していることが確認されており、NK 細胞を選択的に活性

化増殖させる培養法が検討され、IL2に加えて TNFα等の添加因子を加えること

によって NK細胞の活性化増殖が増強されることも確認されている。免疫細胞治

療はＮＫ細胞以外に活性化リンパ球、樹状細胞と組み合わせで用いられたり単

独で用いられたり様々な方法で各医療機関において行われている。実際に日本

国内で数百のクリニックで行われており、日本においては 2004 年から 2011 年

の間に 5000例以上の症例を行ったとの報告もある。 
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